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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成21年10月15日(2009.10.15)

【公開番号】特開2009-57540(P2009-57540A)
【公開日】平成21年3月19日(2009.3.19)
【年通号数】公開・登録公報2009-011
【出願番号】特願2008-108116(P2008-108116)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｄ  11/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
   Ｂ４１Ｍ   5/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｄ  11/00    　　　　
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０１Ｙ
   Ｂ４１Ｍ   5/00    　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成21年9月2日(2009.9.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも、第１の色材及び第２の色材、の２つの色材を含有するインクであって、
　前記第１の色材が、下記一般式（Ｉ）で表される化合物であり、
　前記第２の色材が、下記一般式（II）で表される化合物であることを特徴とするインク
。

（一般式（Ｉ）中、Ａ、Ｂ、Ｃ、及びＤはそれぞれ独立に、芳香性を有する６員環であり
、かつ、Ａ、Ｂ、Ｃ、及びＤのうち少なくとも１つが含窒素複素芳香環であり、Ｍはそれ
ぞれ独立に、水素原子、アルカリ金属、アンモニウム、又は有機アンモニウムであり、Ｅ
はアルキレン基である。また、Ｘは、スルホ置換アニリノ基、カルボキシル置換アニリノ
基、又はホスホノ置換アニリノ基であり、該置換アニリノ基はさらに、スルホン酸基、カ
ルボキシル基、ホスホノ基、スルファモイル基、カルバモイル基、水酸基、アルコキシ基
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、アミノ基、アルキルアミノ基、ジアルキルアミノ基、アリールアミノ基、ジアリールア
ミノ基、アセチルアミノ基、ウレイド基、アルキル基、ニトロ基、シアノ基、ハロゲン、
アルキルスルホニル基、及びアルキルチオ基からなる群から選ばれる少なくとも１つの置
換基を１乃至４個有してもよい。また、Ｙは水酸基又はアミノ基であり、ｌ（エル）、ｍ
、及びｎは、０≦ｌ（エル）≦２、０≦ｍ≦３、０．１≦ｎ≦３であり、かつｌ（エル）
＋ｍ＋ｎ＝１乃至４である。）

（一般式（II）中、Ｘ1、Ｘ2、Ｘ3、及びＸ4はそれぞれ独立に、－ＳＯ－Ｚ、－ＳＯ2－
Ｚ、－ＳＯ2ＮＲ1Ｒ2、スルホン酸基、－ＣＯＮＲ1Ｒ2、又はＣＯ2Ｒ1である。ここで、
Ｚはそれぞれ独立に、置換若しくは無置換のアルキル基、置換若しくは無置換のシクロア
ルキル基、置換若しくは無置換のアルケニル基、置換若しくは無置換のアラルキル基、置
換若しくは無置換のアリール基、又は置換若しくは無置換の複素環基であり、Ｒ1及びＲ2

はそれぞれ独立に、水素原子、置換若しくは無置換のアルキル基、置換若しくは無置換の
シクロアルキル基、置換若しくは無置換のアルケニル基、置換若しくは無置換のアラルキ
ル基、置換若しくは無置換のアリール基、又は置換若しくは無置換の複素環基である。ま
た、一般式（II）中の、Ｙ1、Ｙ2、Ｙ3、Ｙ4、Ｙ5、Ｙ6、Ｙ7、及びＹ8はそれぞれ独立に
、水素原子、ハロゲン原子、置換若しくは無置換のアルキル基、置換若しくは無置換のア
リール基、シアノ基、置換若しくは無置換のアルコキシ基、アミド基、ウレイド基、スル
ホンアミド基、置換若しくは無置換のカルバモイル基、置換若しくは無置換のスルファモ
イル基、置換若しくは無置換のアルコキシカルボニル基、カルボキシル基、又はスルホン
酸基であり、ａ１、ａ２、ａ３、及びａ４はそれぞれ、Ｘ1、Ｘ2、Ｘ3、及びＸ4の置換基
の数を示し、それぞれ独立に１又は２の整数である。）
【請求項２】
　前記含窒素複素芳香環が、ピリジン環又はピラジン環である請求項１に記載のインク。
【請求項３】
　前記第１の色材のインク中における含有量（質量％）が、前記第２の色材のインク中に
おける含有量（質量％）に対して、１．２５倍以上５．０倍以下である請求項１又は２に
記載のインク。
【請求項４】
　インクをインクジェット方式で吐出して記録媒体に記録を行うインクジェット記録方法
において、前記インクが、請求項１乃至３のいずれか１項に記載のインクであることを特
徴とするインクジェット記録方法。
【請求項５】
　インクを収容するインク収容部を備えたインクカートリッジにおいて、前記インクが、
請求項１乃至３のいずれか１項に記載のインクであることを特徴とするインクカートリッ
ジ。
【請求項６】
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　インクを収容するインク収容部と、インクを吐出するための記録ヘッドとを備えた記録
ユニットにおいて、前記インクが、請求項１乃至３のいずれか１項に記載のインクである
ことを特徴とする記録ユニット。
【請求項７】
　インクを収容するインク収容部と、インクを吐出するための記録ヘッドとを備えたイン
クジェット記録装置において、前記インクが、請求項１乃至３のいずれか１項に記載のイ
ンクであることを特徴とするインクジェット記録装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】

（一般式（Ｉ）中、Ａ、Ｂ、Ｃ、及びＤはそれぞれ独立に、芳香性を有する６員環であり
、かつ、Ａ、Ｂ、Ｃ、及びＤのうち少なくとも１つが含窒素複素芳香環であり、Ｍはそれ
ぞれ独立に、水素原子、アルカリ金属、アンモニウム、又は有機アンモニウムであり、Ｅ
はアルキレン基である。また、Ｘは、スルホ置換アニリノ基、カルボキシル置換アニリノ
基、又はホスホノ置換アニリノ基であり、該置換アニリノ基はさらに、スルホン酸基、カ
ルボキシル基、ホスホノ基、スルファモイル基、カルバモイル基、水酸基、アルコキシ基
、アミノ基、アルキルアミノ基、ジアルキルアミノ基、アリールアミノ基、ジアリールア
ミノ基、アセチルアミノ基、ウレイド基、アルキル基、ニトロ基、シアノ基、ハロゲン、
アルキルスルホニル基、及びアルキルチオ基からなる群から選ばれる少なくとも１つの置
換基を１乃至４個有してもよい。Ｙは水酸基又はアミノ基であり、ｌ（エル）、ｍ、及び
ｎは、０≦ｌ（エル）≦２、０≦ｍ≦３、０．１≦ｎ≦３であり、かつｌ（エル）＋ｍ＋
ｎ＝１乃至４である。）
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９４】
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　ハメットのσｐ値が０．６０以上の電子吸引性基としては、シアノ基、ニトロ基、アル
キルスルホニル基（例えば、メタンスルホニル基）、及びアリールスルホニル基（例えば
、ベンゼンスルホニル基）などが挙げられる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８８】
　以下、実施例、参考例及び比較例を用いて本発明をさらに詳細に説明するが、本発明は
、その要旨を超えない限り、下記の実施例によって何ら限定されるものではない。なお、
特に指定のない限り、実施例、参考例、比較例のインク成分は「質量部」を意味する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２３１】
　クロロスルホン酸６２．７部に、液体の温度を６０℃以下に保って、上記で得られた銅
ジベンゾビス（２，３－ピラジノ）ポルフィラジンジスルホン酸ナトリウム７．８部を撹
拌下で徐々に仕込み、その後１２０℃で４時間反応を行った。次に、反応液を７０℃まで
冷却し、塩化チオニル１７．９部を３０分間かけて滴下し、７０℃で３時間反応を行った
。反応液を３０℃以下に冷却し、氷水５００部中にゆっくりと注ぎ、析出した結晶を濾過
し、冷水２００部で洗浄して、銅ジベンゾビス（２，３－ピラジノ）ポルフィラジンジス
ルホニルクロリド（混合物）のウェットケーキ４４．１部を得た。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２４１】
＜インクの調製＞
　表５～表８に示した組成の各成分を混合して、十分撹拌した。その後、ポアサイズ０．
２０μｍのフィルターにて加圧濾過を行い、実施例１～７、９～２０、参考例８及び比較
例１～１６のインクを調製した。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２４２】
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【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２５４】
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【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２５６】
　化合物Ａ及び化合物Ｊを（第１の色材／第２の色材）＝１．２６として組み合わせた場
合（実施例１６）のｄA+B値は６．９４ｎｍであった。この値は、化合物Ａのみの場合の
ｄA値６．７６ｎｍ、及び化合物Ｊのみの場合のｄB値６．６９ｎｍ、のそれぞれのｄ値よ
りも大きい。つまり、それぞれの色材が有する凝集性よりも、色材を組み合わせて用いる
場合の凝集性が高くなることを示している。また、化合物Ｊ及び化合物Ｈを（第１の色材
／第２の色材）＝２．３３として組み合わせた場合（参考例８）のｄA+B値は６．７９ｎ
ｍである。この場合にも、それぞれの色材のｄ値（ｄA値及びｄB値）よりも、色材を組み
合わせて用いる場合のｄ値が大きくなっていることが確認できる。しかし、化合物Ａ及び
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比較化合物Ｋを（第１の色材／第２の色材）＝１．５０として組み合わせた場合（比較例
１２）のｄA+B値は６．２６ｎｍであった。この値は、化合物Ａのみの場合のｄA値６．７
６ｎｍ、及び比較化合物Ｋのみの場合のｄB値５．３２ｎｍ、のそれぞれのｄ値の中間の
値である。これは、化合物Ａ及び比較化合物Ｋが、特異的に凝集性を向上するような組み
合わせではないためである。
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